
労
務
単
価
引
き
上
げ
を

建
設
関
連
団
体
が
要
望

　
建
設
関
連

団
体
は
１
月


日
の
自
民
党
﹁
公
共
工
事
品
質

確
保
に
関
す
る
議
員
連
盟
﹂
の

総
会
で

公
共
工
事
に
関
す
る

要
望
を
伝
え
た

日
本
建
設
業

連
合
会
︵
日
建
連
︶
や
全
国
建

設
業
協
会
︵
全
建
︶
は

技
能

者
の
処
遇
改
善
に
必
要
な
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上

げ
を
真

先
に
挙
げ
た

日
建

連
は
時
間
外
労
働
の
削
減
や
労

務
・
資
材
価
格
上
昇
に
伴
う
価

格
転
嫁
へ
の
支
援
も
要
望

全

建
は
労
務
費
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止

に
つ
な
が
る
積
算
価
格
へ
の
上

乗
せ
な
ど
予
定
価
格
の
決
定
方

法
の
見
直
し
を
求
め
た


　
ほ
か
の

団
体
は
次
の
通

り


　
▽
全
国
中
小
建
設
業
協
会
▽

全
国
建
設
産
業
団
体
連
合
会
▽

建
設
産
業
専
門
団
体
連
合
会
▽

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
▽

全
国
測
量
設
計
業
協
会
連
合
会

▽
全
国
地
質
調
査
業
協
会
連
合

会
▽
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
エ
ン

ジ
ニ
ア
連
盟
▽
日
本
道
路
建
設

業
協
会
▽
日
本
橋
梁
建
設
協
会

▽
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク

リ

ト
建
設
業
協
会
▽
全
建
総

連
▽
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

政
治
連
盟

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運
用
指
針
き

う
決
定
へ

国
交
省
　

建
設
業
団
体
ら
意
見
反
映
完
了

公共工事品確法
　
国
土
交
通
省
は

改
正
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法
︵
公
共
工
事
品
確
法
︶
に
基

づ
く
発
注
関
係
事
務
の
共
通
ル

ル
と
な
る﹁
運
用
指
針
﹂の
改
定
内
容
を
固
め
た


地
方
自
治
体
や
建
設
業
団
体
へ
の
意
見
照
会
な
ど
の
必
要
な
手
続
き
が
完
了
し

最

終
的
な
改
定
本
文
案
に
反
映
さ
せ
た

３
日
開
か
れ
る
﹁
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

促
進
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂で
申
し
合
わ
せ
正
式
決
定
す
る
見
通
し
だ


自
治
体
な
ど
の
実
務
担
当
者
の
参
考
に
な
る
運
用
指
針
の
解
説
資
料
も
３
月
中
に
ま

と
め

４
月
か
ら
運
用
で
き
る
よ
う
周
知
を
徹
底
す
る


　
‖
１
面
参
照

　
自
民
党
の
﹁
公
共
工
事
品
質

確
保
に
関
す
る
議
員
連
盟
﹂
が

開
い
た
１
月

日
の
総
会
で
説

明
し
た

本
文
案
の
意
見
照
会

で
は
３
６
２
団
体
が
計
６
５
９

件
の
意
見
を
提
出

骨
子
案
の

段
階
を
合
わ
せ
る
と
２
０
０
０

件
超
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た


　
最
終
的
な
文
言
修
正
を
見
る

と
工
期
設
定
で﹁
自
然
条
件
﹂

﹁
大
雪
﹂

週
休
２
日
で
﹁
施

工
条
件
な
ど
﹂
を
考
慮
事
項
と

し
て
追
記

積
雪
寒
冷
地
の
現

場
や

学
校
施
設
な
ど
土
日
だ

け
工
事
が
可
能
な
現
場
の
事
情

に
配
慮
し
た


　
改
正
法
で

品
質
確
保
や
担

い
手
の
活
動
に
対
す
る
国
民
の

関
心
を
高
め
る
広
報
活
動
を
国

と
自
治
体
の
努
力
義
務
化
し
た

こ
と
か
ら

具
体
的
な
方
法
を

明
示

災
害
時
に
﹁
地
域
の
守

り
手
﹂
と
な
る
地
域
建
設
会
社

な
ど
の
活
動
を
ウ

ブ
サ
イ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
開
す
る
取
り
組

み
を
具
体
例
に
挙
げ
た


　
Ｖ
Ｆ
Ｍ
︵
バ
リ


・
フ



・
マ
ネ

︶
に
沿

た
﹁
総

合
的
に
価
値
の
最
も
高
い
資
材

な
ど
﹂
の
採
用
で
は
評
価
基
準

な
ど
を
示
す
よ
う
意
見
が
あ

り

今
後
の
制
度
運
用
で
対
応

す
る
予
定


　
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
周
知
徹

底
を
求
め
る
声
が
根
強
く

各

自
治
体
の
実
務
担
当
者
だ
け
で

な
く
首
長
の
耳
に
も
届
く
よ
う

な
工
夫
が
必
要
と
の
意
見
も
あ


た
品
確
議
連
の
総
会
で
も


能
登
半
島
地
震
の
復
興
対
応
を

念
頭
に

被
災
自
治
体
の
発
注

体
制
を
中
長
期
的
に
維
持
・
強

化
す
る
よ
う
求
め
る
議
員
が
お

り

国
交
省
の
沓
掛
敏
夫
官
房

技
術
審
議
官
は
﹁
市
町
村
に
運

用
指
針
を
説
明
し

適
切
な
発

注
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
﹂
と
答
え
た


　
佐
藤
信
秋
参
院
議
員
は
災

害
時
に
道
路
啓
開
な
ど
の
緊
急

対
応
に
当
た
る
建
設
会
社
の
認

知
向
上
に
向
け
改
正
法
に
基

づ
く
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
国
負
担
で
災
害
対
応
時
に

共
通
着
用
す
る
ユ
ニ
ホ

ム
を

支
給
す
る
な
ど
の
方
向
で
調
整

し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た

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熱
中
症
重
篤
化
防
止
の

体
制
整
備
な
ど
義
務
化

　
厚
生
労
働
省
は

日

熱
中

症
の
対
策
案
と
し
て
症
状
の
重

篤
化
を
防
ぐ
た
め
の
体
制
整

備

手
順
作
成

関
係
労
働
者

へ
の
周
知
を
罰
則
付
き
で
義
務

化
す
る
方
針
を
労
働
政
策
審
議

会
︵
労
政
審

厚
労
相
の
諮
問

機
関
︶
の
安
全
衛
生
分
科
会
に

示
し
た

熱
中
症
の
自
覚
症
状

が
あ

た
り

熱
中
症
に
な
る

恐
れ
の
あ
る
人
を
見
つ
け
た
り

し
た
場
合
の
報
告
体
制
を
整

え

関
係
労
働
者
に
周
知
し
て

も
ら
う
こ
と
を
想
定

緊
急
連

絡
網

搬
送
先
の
情
報
や

身

体
の
冷
却
と
い

た
重
篤
化
を

防
ぐ
措
置
の
実
施
手
順
を
事
業

場
ご
と
に
作
成
・
周
知
す
る
こ

と
も
求
め
る

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勧
告
企
業
へ
の
措
置
検
討

政
府
　

入
札
参
加
資
格
停
止
な
ど

下請法
　
政
府
は

下
請
法
違
反
と
し

て
勧
告
を
受
け
た
企
業
の
補
助

金
交
付
や
入
札
参
加
資
格
を
停

止
す
る
措
置
の
検
討
に
入


た

中
小
企
業
の
価
格
転
嫁
や

取
引
の
適
正
化
を
進
め
る
対
応

の
一
環


日
の
﹁
中
小
企
業

等
の
活
力
向
上
に
関
す
る
ワ


キ
ン
グ
グ
ル

プ
﹂
︵
Ｗ
Ｇ
︶

で
詳
細
を
検
討
し
て
い
く
方
針

を
確
認
し
た


　
補
助
金
交
付
や
入
札
参
加
資

格
停
止
を
巡

て
は
法
改
正
が

必
要
な
い
と
さ
れ

現
行
法
や

制
度
の
運
用
で
対
処
さ
れ
る
見

通
し
だ

下
請
法
に
基
づ
く
勧

告
は
２
０
２
２
年
度
に
７
件



年
度
に

件


年
度
は
４



月
で

件
あ
る

自
主
的

な
申
し
出
と
一
定
の
事
由
に
よ


て
勧
告
が
行
わ
れ
な
く
な
る

﹁
自
発
的
申
出
制
度
﹂
の
適
用

は

年
度
１
件

年
度
ゼ
ロ



年
度
２
件
だ

た


　
政
府
は
下
請
法
の
改
正
と
執

行
強
化

サ
プ
ラ
イ
チ


ン

︵
供
給
網
︶
対
策

商
慣
習
の

見
直
し
で

価
格
転
嫁
や
取
引

の
適
正
化
を
促
す
考
え

下
請

法
と
執
行
強
化
で
は

改
正
法

案
の
早
期
国
会
提
出
を
予
定


価
格
を
一
方
的
に
決
定
し

下

請
事
業
者
の
利
益
を
害
す
る
行

為
へ
の
規
制
を
新
た
に
設
け

る

従
業
員
３
０
０
人
以
下
の

企
業
へ
の
発
注
な
ど

現
行
の

資
本
金
に
よ
る
区
分
以
外
に
も

規
制
の
対
象
を
広
げ
る

手
形

で
の
支
払
い
を
禁
止
し
た
り


各
事
業
の
所
管
大
臣
に
法
違
反

行
為
に
指
導
・
助
言
す
る
権
限

を
付
与
し
た
り
す
る


　
政
府
は
下
請
振
興
法
を
改
正

し

発
注
者
・
受
注
者
・
再
受

注
者
の
取
引
を
適
正
化
す
る
た

め
の
事
業
計
画
を
認
定
す
る
制

度
を
検
討

手
数
料
や
手
形
の

割
引
料
負
担
に
つ
い
て

し
わ

寄
せ
の
実
態
を
把
握
し
状
況
を

公
表
す
る

下
請
Ｇ
メ
ン
か
ら

の
情
報
を
踏
ま
え
た
発
注
企
業

へ
の
注
意
喚
起
を
続
け
て
い

く

利
益
を
損
ね
る
商
慣
習
の

是
正
に
向
け
た
取
り
組
み
を
フ


ロ

ア

プ
す
る

﹁
下
請

け
﹂
と
い
う
表
現
を
や
め

下

請
事
業
者
は
﹁
中
小
受
託
事
業

者
﹂
に
改
め
る
方
針
だ

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再
造
林
事
業
を
加
速

住
友
林
業
ら

事
業

モ
デ
ル
早
期
確
立
へ

　
住
友
林
業
と
三
井
住
友
信
託

銀
行
は

伐
採
跡
地
へ
の
再
造

林
事
業
を
加
速
す
る

共
同
出

資
会
社
の
日
本
森
林
ア
セ

ト

を
通
じ

２
０
３
０
年
ま
で
に

国
内
で
３
０
０
０

の
再
造
林

を
目
指
す

住
友
林
業
の
森
林

経
営
の
知
見
と
三
井
住
友
信
託

銀
行
の
信
託
ス
キ

ム
や
ネ


ト
ワ

ク
を
活
用
し

森
林
の

取
得
か
ら

再
造
林

Ｊ

ク

レ
ジ

ト
創
出
ま
で
の
事
業
モ

デ
ル
を
早
期
に
確
立
す
る

同

行
は

日

出
資
比
率
を
５
％

か
ら

％
に
引
き
上
げ
た


　
住
友
林
業
と
同
行
は

経
済

性
の
高
い
持
続
可
能
な
森
林
経

営
を
実
現
に
向
け

Ｊ

ク
レ

ジ

ト
を
活
用
し
た
将
来
的
な

森
林
フ

ン
ド
の
組
成
も
視
野

に
入
れ
る

住
友
林
業
グ
ル


プ
が
組
成
し

三
井
住
友
信
託

銀
行
が
参
画
す
る
米
森
林
フ


ン
ド
を
モ
デ
ル
に

日
本
の
森

林
資
産
の
フ

ン
ド
化
も
検

討

資
金
は

森
林
の
環
境
的

価
値
を
評
価
す
る
企
業
な
ど
の

投
資
を
活
用
す
る


　
日
本
森
林
ア
セ

ト
は

個

人
や
法
人
か
ら
再
造
林
の
計
画

が
な
い
伐
採
跡
地
の
森
林
を
取

得
し

循
環
型
林
業
に
取
り
組

ん
で
い
る

今
後

住
友
林
業

グ
ル

プ
の
他
事
業
と
の
シ
ナ

ジ

︵
相
乗
効
果
︶
創
出
に
向

け

木
材
・
建
材
の
製
造
工
場

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

あ
る
エ
リ
ア
な
ど
で
の
土
地
の

取
得
を
進
め

保
有
面
積
を
継

続
的
に
拡
大
す
る

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事
業
期
間
は
５
カ
年

自
民
推
進
本
部
で

政
府
が
方
針
説
明

３
月
下
旬
に
も
素
案

強靱化実施
中 期 計 画

　
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
を
巡
る
政
府
・
与
党
の
議

論
が
本
格
化
し
て
き
た

自
民
党
が

日
に
開
い
た
国
土

強
靱
化
推
進
本
部
︵
本
部
長
・
佐
藤
信
秋
参
院
議
員
︶
の

会
合
‖
写
真
‖
で

政
府
は
計
画
期
間
を
５
年
め
ど
と
す

る
方
針
を
説
明

中
期
計
画
の
素
案
を
３
月
下
旬
ま
で
に

示
す
考
え
で

２
月
中
旬
に
は
関
係
省
庁
に
対
し
計
画
に

盛
り
込
む
施
策
と
事
業
の
提
出
を
求
め
る
予
定
だ

政
府

は
６
月
ま
で
の
計
画
策
定
を
目
指
し
て
お
り

同
本
部
は

提
言
の
提
出
を
視
野
に
入
れ
て
い
る


　
中
期
計
画
は﹁
防
災
・
減
災


国
土
強
靱
化
５
か
年
加
速
化
対

策
﹂
の
後
継
と
な
る

中
期
計

画
を
巡

て
は
石
破
茂
首
相
が

今
国
会
の
施
設
方
針
演
説
で



兆
円
規
模
の
加
速
化
対
策
を

超
え
る
事
業
規
模
や
６
月
ま
で

の
策
定
を
目
指
す
考
え
を
示
し

て
い
る


　
佐
藤
本
部
長
の
就
任
後

同

本
部
が
会
合
を
開
く
の
は
初
め

て

冒
頭

昨
年

月
に
急
逝

し
た
足
立
敏
之
氏
に
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た

佐
藤
本
部
長
は
被

害
額
が
１
０
０
０
兆
円
に
上
る

と
す
る
土
木
学
会
の
首
都
直
下

地
震
の
被
害
想
定
に
触
れ
﹁


兆
円
の
地
震
対
策
を
す
れ
ば
被

害
額
を
４
割
軽
減
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
﹂
と
述
べ

十
分

な
事
業
量
確
保
の
必
要
性
を
強

調
し
た


　
同
本
部
は
中
期
計
画
策
定
に

向
け
た
全
体
的
な
議
論
を
行


た

中
期
計
画
に
は
防
災
・
減

災
の
ハ

ド
対
策
と
と
も
に


技
術
者
育
成
支
援
や
テ

ク
フ



ス
︵
緊
急
災
害
対
策
派
遣

隊
︶
の
充
実
な
ど
の
ソ
フ
ト
施

策
も
盛
り
込
ま
れ
る
見
込
み



日
に
埼
玉
県
八
潮
市
で
発
生

し
た
道
路
陥
没
事
故
に
つ
い
て

も
﹁
検
証
し

再
発
防
止
対
策

を
踏
ま
え
る
﹂︵
政
府
関
係
者
︶

と
い
う


　
佐
藤
本
部
長
は
会
合
後


﹁
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
ど

の
分
野
を
加
速
す
べ
き
な
ど
と

い

た
こ
と
を
整
理
し
て
い
る

最
中
だ
﹂
と
述
べ
た

議
員
か

ら
は
災
害
が
激
甚
化
し
て
い
る

こ
と
で
﹁
財
政
制
約
で
あ
れ
も

で
き
な
い

こ
れ
も
で
き
な
い

と
い
う
の
は
お
か
し
な
話
だ
﹂

な
ど
の
意
見
も
出
た
と
い
う


　
政
府
は
加
速
化
対
策
の
成
果

を
検
証
し
た
上
で

中
期
計
画

に
盛
り
込
む
施
策
を
決
め
る
方

針

検
証
は
内
閣
官
房
の
﹁
国

土
強
靱
化
推
進
会
議
﹂
が
進
め

て
お
り

２
月
５
日
に
開
く
次

回
会
合
で

詳
細
な
検
証
結
果

と
中
期
計
画
に
向
け
た
考
え
方

な
ど
を
示
す
見
通
し
だ

同
会

議
は
個
別
施
策
の

％
が
達
成

ま
た
は
達
成
見
込
み
と
評
価


中
期
計
画
で
は
﹁
施
策
の
重
点

化
や
施
策
間
連
携
の
強
化
に
取

り
組
む
﹂
と
し
て
い
る


　
中
期
計
画
の
事
業
期
間
は


石
破
首
相
が
規
模
感
を
示
し
た

こ
と
を
受
け
３
カ
年
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
挙
が

て
い

る

政
府
関
係
者
に
よ
る
と

﹁
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
伴
う
こ
と

を
考
え
る
と
３
年
で
は
短
い


７
年
は
中
途
半
端
と
な
る
の
で

５
カ
年
が
妥
当
﹂
と
い
う
見
方

も
出
て
い
る

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技術者専任など金額要件

あすから引き上げ
国交省　建設業団体らに周知

　
建
設
業
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
監
理
技
術
者
な
ど
の
専

任
義
務
を
は
じ
め
と
し
た
建
設
業
関
係
の
金
額
要
件
が
２

月
１
日
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

直
近
の
工
事
費
高
騰
に
対

応
し

２
０
２
３
年
１
月
の
前
回
改
定
か
ら
２
年
余
り
の

短
期
間
で
の
引
き
上
げ
と
な
る


　
監
理
技
術
者
な
ど
の
専
任
配

置
が
必
要
な
工
事
の
請
負
金
額

は
従
来
の
４
０
０
０
万
円
︵
建

築
一
式
８
０
０
０
万
円
︶
以
上

か
ら
４
５
０
０
万
円
︵
９
０
０

０
万
円
︶
以
上
に
変
更
す
る


特
定
建
設
業
の
許
可
や
監
理
技

術
者
の
配
置

施
工
体
制
台
帳

の
作
成
が
必
要
な
下
請
金
額
は

従
来
の
４
５
０
０
万
円
︵
建
築

一
式
７
０
０
０
万
円
︶
以
上
か

ら
５
０
０
０
万
円
︵
８
０
０
０

万
円
︶
以
上
に
引
き
上
げ
る


下
請
の
主
任
技
術
者
の
配
置
が

免
除
さ
れ
る
特
定
専
門
工
事
の

下
請
金
額
の
上
限
も
従
来
の
４

０
０
０
万
円
か
ら
４
５
０
０
万

円
に
見
直
す


　
国
土
交
通
省
は

金
額
要
件

の
引
き
上
げ
を
反
映
す
る
形
で

﹁
監
理
技
術
者
制
度
運
用
マ
ニ


ア
ル
﹂
を
１
月

日
に
改
定

し

建
設
業
団
体
や
発
注
関
係

機
関
に
同
日
通
知
し
た
﹁
建
設

業
許
可
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

も
２
月
１
日
に
改
定
し

関
係

団
体
・
機
関
に
同
日
通
知
す
る

予
定

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公
立
学
校
施
設

木
材
利
用

万
㎥

文
科
省


年
度

新
築

％
４
８
６
棟
で

　
文
部
科
学
省
は

日

公
立

学
校
施
設
に
関
す
る
２
０
２
３

年
度
の
木
材
利
用
状
況
を
発
表

し
た

新
築
の
学
校
施
設
６
９

１
棟
の
う
ち


％
に
相
当
す

る
４
８
６
棟
で
木
材
が
使
わ
れ

た

整
備
さ
れ
た
学
校
施
設
に

使
用
さ
れ
た
木
材
は
３
万
６
８

１
３
立
方

で

う
ち
木
造
施

設
分
は
１
万
３
０
７
３
立
方


︵
割
合
約

％
︶

非
木
造
施

設
の
内
装
な
ど
が
２
万
３
７
４

０
立
方
︵
約

％
︶だ

た


　
公
立
の
幼
稚
園

小
学
校


中
学
校

義
務
教
育
学
校

高

校

中
等
教
育
学
校

特
別
支

援
学
校
を
調
査
し
た

新
築
学

校
の
内
訳
は
木
造
１
０
８
棟


非
木
造
５
８
３
棟

非
木
造
の

う
ち
内
装
木
質
化
が
３
７
８
棟

だ

た


　
木
造
の
学
校
は
﹁
優
し
い
木

の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
た
学
び

舎
﹂
が
コ
ン
セ
プ
ト
の
山
梨
県

身
延
町
立
身
延
中
学
校
や

樹

齢
１
０
５
年
前
後
の
村
有
林
が

使
わ
れ
た
奈
良
県
川
上
村
立
か

わ
か
み
源
流
学
園
な
ど
が
あ

る

木
材
を
学
校
施
設
に
使
用

し
た
こ
と
で
の

年
度
の
炭
素

貯
蔵
量
は
約
２
・
２
万

に
な

る
と
い
う

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